
　社会資本総合整備計画 社会資本整備総合交付金             令和03年01月25日

計画の名称 神栖土合生活拠点地区都市再生整備計画

計画の期間   令和０３年度 ～   令和０７年度 (5年間) 重点配分対象の該当

交付対象 神栖市

計画の目標 市民がいつまでも健康で文化的な生活が続けられる生活拠点の形成

日常生活の利便性を向上させる、快適で安全な住環境の充実

ライフスタイルの変化に対応した多世代間交流の確保・促進

全体事業費（百万円） 合計（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）               1,423  Ａ               1,423  Ｂ                   0  Ｃ                   0  Ｄ                   0 効果促進事業費の割合Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）         0 ％

番号

計画の成果目標（定量的指標）

定量的指標の定義及び算定式

定量的指標の現況値及び目標値

当初現況値 中間目標値 最終目標値

（R3当初） （R5末） （R7末）

   1 令和5年度共用開始予定の新たな施設について、年間施設来館者者を令和7年度に40,000人とする。

新たに整備する施設に年間で来館する人数を確認する。 0人/年 20000人/年 40000人/年

   2 道路整備環境に対する満足度をアンケート調査にて5段階で評価し、令和1年度の「2.3」から令和7年度に「3.0」へ増加する。

地区の道路整備に対する満足度を確認するアンケート調査の実施 23点 27点 30点

   3 地域交流イベントを新たな施設開設後に2回開催する。（令和7年度）

多地域及び多世代交流イベントの年間実施数 0回 2回 2回

備考等 個別施設計画を含む － 国土強靱化を含む － 定住自立圏を含む － 連携中枢都市圏を含む － 流域水循環計画を含む － 地域再生計画を含む － 避難確保計画の策定 避難行動要支援者名簿の提供

定量的指標のうち，「地区の道路整備に対する満足度を確認するアンケート調査の実施」のみ当初現況値が(R1当初)である。またシステム上整数しか入力できないため，5点満点評価のところを10倍して整数化している。

1 案件番号： 



A 基幹事業

基幹事業（大） 番号

事業 地域 交付 直接
事業者 種別１ 種別２

要素となる事業名 事業内容 市区町村名／ 事業実施期間（年度） 全体事業費 費用 個別施設計画

種別 種別 対象 間接 （事業箇所） （延長・面積等） 港湾・地区名 R03 R04 R05 R06 R07 （百万円） 便益比 策定状況

一体的に実施することにより期待される効果

備考

都市再生整備計画事

業

A10-001 都市再生 一般 神栖市 直接 神栖市 － － 神栖土合生活拠点地区都

市再生整備計画

面積　約55.1 ha 神栖市  ■  ■  ■  ■  ■       1,423 未策定

 小計       1,423

合計       1,423

1 案件番号： 



（参考図面）市街地整備

計画の名称 1 神栖土合生活拠点地区都市再生整備計画

計画の期間 令和　３年度　～　令和　７年度　（５年間） 神栖市交付対象

波崎高等学校

済生会土合クリニック

波崎第四中学校
植松小学校

矢田部公民館

やたべ土合小学校

凡　　例

:  都市再生整備計画の区域

:　ピーク時運行本数(片道)が
　　３本以上のバス亭


